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研究成果の概要（和文）：視線によるコンピュータ入力および生活行動支援 
キーボードを視線によって移動させることによって視線によるコンピュータ入力精度を向上した。当該

システムを用いて利用者に文章を生成させ、読み上げソフトウェアにより読み上げることにより障がい者

の会話を支援するシステムを構築した。また、摂食支援、情報収集支援のみならず、ドメスティックロボ

ットによる仮想旅行、作業支援等も行えるようにした。 

 
研究成果の概要（英文）：Life Activity Support and Computer Key-in by Human Eyes Only 
 Life activity support system with computer key-in by human eyes only is developed. 
Key-in success rate is improved by using moving keyboard which can be controlled by human 
eyes. Communication aid with the proposed computer key-in by human eyes only is also 
developed together with meal having support system. Furthermore, information collection 
system by human eyes only which includes web search, phone call, TV watching, listening 
radio and so on is developed. On the other hand, domestic robotics which is controlled 
by human eyes only is also developed. 
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１．研究開始当初の背景 

3000 万人に達する高齢者、340 万人の視力
障害でない障がい者、300 万人の要介護者等
がコンピュータを視線のみによって利用す
ることができるようなシステムがいつでも、
どこでも、誰もが情報通信技術の恩恵によく

することができるようにすることが望まれ
ていた。 
 
２．研究の目的 

高齢者、障がい者、要介護者等がコンピュ
ータを視線のみによって利用することがで
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きるようなシステムがいつでも、どこでも、
誰もが情報通信技術の恩恵によくすること
ができるようにする。 

 
３．研究の方法 
キーボードを視線によって移動させるこ

とによって視線によるコンピュータ入力精
度を向上した。固定キーボードに比べ、飛
躍的にキー入力制度を向上することができ、
かつ、入力速度も向上した。 当該システ
ムを用いて利用者に文章を生成させ、読み
上げソフトウェアにより読み上げることに
より障がい者の会話を支援するシステムを
構築した。また、摂食支援システムの構築
方法は以下の通りである。複数の 6 自由度
のロボットアームを購入、改修し、これに
視線入力機能を具備した。当該ロボットア
ームを利用者の視線によって制御し、食事、
読書等の生活行動支援に用いる実験を行っ
た。数名の被験者に使用させ改良を重ねた。
障害者に単眼カメラつき HMD を装着させ、
所望の動作を HMD に表示されるメニューか
ら視線のみにて選択できるようにシステム
を構築した。障害者とロボットアームの物
理的距離は任意であるので如何なる場所に
あるロボットアームも動作制御が可能にな
った。さらに、情報収集支援システムの構
築方法は以下の通りである。障害者が読書
を所望の場合は e-book を選択し、当該、図
書データベースにある e-book コンテンツメ
ニューを表示し、図書を選び、目次検索や
ページ捲り、ページ戻り等を行うことがで
きるようになった。 

ドメスティックロボットによる仮想旅行、
作業支援等も行えるようにした。具体的方
法は、ドメスティックロボット(当面、病院
内を走行するロボットで先端に取り付けた
カメラ映像を見ながら当該ロボットの走行
を制御し、ロボットの外界の映像を楽しみ、
行く先々において出会う人々との会話を楽
しむことができるようなもの)にまで発展さ
せた。これによって障害者、病人、要介護
者、高齢者は用事をドメスティックロボッ
トに担わせることが可能になった。また、
当該ロボットが障害物を回避して安全走行
する方法を考案し、実現した。さらに、4 台
のドメスティックロボットか衝突回避する
ためのフロアマップ情報の共有システムを
実現した。 
 
４．研究成果 

キーボードを視線によって移動させること

によって視線によるコンピュータ入力精度を

向上した。固定キーボードに比べ、飛躍的に

キー入力制度を向上することができ、かつ、

入力速度も向上した。移動キーボードのレイ

アウトを図１に示す。５つの拡大キーのいず

れかを見ると「上下左右へのキーボードの移

動」、「中央はキーの選択」ができるように

なっている。 

 

図１移動キーボードレイアウト 

 

複数の6 自由度のロボットアームを購入、

改修し、これに視線入力機能を具備した。当

該ロボットアームを利用者の視線によって制

御し、食事、読書等の生活行動支援に用いる

実験を行った。数名の被験者に使用させ改良

を重ねた。障害者に単眼カメラつきHMD を装

着させ、所望の動作をHMD に表示されるメニ

ューから視線のみにて選択できるようにシス

テムを構築した。障害者とロボットアームの

物理的距離は任意であるので如何なる場所に

あるロボットアームも動作制御が可能になっ

た。図２に摂食支援の模式図を示す。 

 

図２視線による摂食支援システム 

 

障がい者が読書を所望の場合はe-book を

選択し、当該、図書データベースにある

e-book コンテンツメニューを表示し、図書



 

 

を選び、目次検索やページ捲り、ページ戻り

等を行うことができるようになった。さらに、

視線により文字入力を行い、読み取り(音声

出力)を行うことにより対話が行えるような

システムを構築した。これも数名の被験者に

使用させ改良を重ねた。障がい者に単眼カメ

ラつきHMD を装着させ、視線により文章を生

成させ、当該文章を読み上げソフトウェアツ

ールを使って読み上げるシステムを構築した。

会話支援、摂食支援、情報収集支援のみなら

ず、ドメスティックロボットによる仮想旅行、

作業支援等も行えるようにした。ドメスティ

ックロボット(当面、病院内を走行するロボ

ットで先端に取り付けたカメラ映像を見なが

ら当該ロボットの走行を制御し、ロボットの

外界の映像を楽しみ、行く先々において出会

う人々との会話を楽しむことができるような

もの)にまで発展させた。これによって障が

い者、病人、要介護者、高齢者は用事をドメ

スティックロボットに担わせることが可能に

なった。また、当該ロボットが障害物を回避

して安全走行する方法を考案し、実現した。

さらに、4台のドメスティックロボットか衝

突回避するためのフロアマップ情報の共有シ

ステムを実現した。図３にドメスティックロ

ボットの外観を示す。 

 

図３ドメスティックロボットの外観 
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